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◎‌�

平
成
29
年
度
新
篠
津
村
一
般

会
計
補
正
予
算

〈
総
務
費
〉

・
衆
議
院
議
員
総
選
挙
費

３
６
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

６
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

33
億
９
７
９
万
円

【
平
成
29
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計

補
正
の
主
な
内
容

〈
総
務
費
〉

・
職
員
給
与
費△

１
６
４
６
万
円

・‌�
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
係
る
住
民

基
本
台
帳
シ
ス
テ
ム
等
改
修

２
６
０
万
円

・‌�

地
域
間
幹
線
系
統
確
保
維
持

費
補
助
金（
北
新
線
）

２
６
４
万
円

〈
民
生
費
〉

・‌�

介
護
予
防
事
業
利
用
者
負
担

軽
減
助
成
金

３
５
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
３
６
６
２
万
円

〈
予
算
総
額
〉32

億
７
３
１
７
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
の
主
な
内
容

・
後
期
高
齢
者
支
援
金

１
６
４
万
円

・
介
護
給
付
費
納
付
金

△
３
４
９
万
円

・
療
養
給
付
費
等
返
還
金
等

５
７
８
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

６
０
万
円

〈
予
算
総
額
〉７

億
５
１
７
６
万
円

　
平
成
29
年
第
４
回
村
議
会
定
例
会
が
、
平
成
29
年
12
月
７
日
か
ら
15
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
を
も
っ
て

招
集
さ
れ
、
初
日
は
、
平
成
29
年
度
各
会
計
補
正
予
算
な
ど
12
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
等

い
た
し
ま
し
た
。

　
会
期
中
に
、
行
政
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
陳
情
書
３
件
を
審
議
し
、
最
終
日
に
そ
の
報
告
を
受
け
、

採
択
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
意
見
書
案
３
件
を
審
議
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
４
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
を
行
い
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

専
決
処
分

予
　
　
算

平成29年度一般会計補正予算など
　　　　 　12件の議案を審議
平成29年度一般会計補正予算など
　　　　 　12件の議案を審議

定
例
会
の
主
な
内
容

　
　【

11
月
】

１
日	

農
業
振
興
懇
話
会
研
修
会

３
日	

国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業

篠
津
２
期
中
央
地
区
完
工

式�

（
月
形
町
）

６
日	

議
員
道
外
研
修(

～
９
日
、

高
知
県
、
徳
島
県
等
）

15
日	

本
別
町
議
会
議
会
運
営
委

員
会
視
察
来
訪

20
日	

地
方
自
治
法
施
行
70
周
年

記
念
式
典
・
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム�

（
東
京
都
）

22
日	

第
61
回
町
村
議
会
議
長
全

国
大
会�

（
東
京
都
）

30
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

議
会
日
誌
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◎
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
の
主
な
内
容

・
介
護
給
付
費
負
担
金
等
返
還
金

６
１
３
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉６

６
８
万
円

〈
予
算
総
額
〉３

億
６
９
６
８
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
の
主
な
内
容

・
事
務
費
負
担
金　

△
32
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
32
万
円

〈
予
算
総
額
〉

４
６
９
１
万
円

◎‌�

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推

薦
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
12
月
31
日
で
任
期

満
了
と
な
る
吉
竹
榮
子
氏
の
後

任
に
米
田
正
機
氏
を
候
補
者
と

し
て
推
薦
す
る
こ
と
の
諮
問
に

対
し
、「
適
任
」
と
答
申
し
ま

し
た
。

　

な
お
、
任
期
は
３
年
間
で
、

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

33
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

◎‌�

新
篠
津
村
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎‌�

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

人
事
院
の
平
成
29
年
度
の
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、

期
末
手
当
の
支
給
率
の
改
定
を

行
う
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎‌�

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　

人
事
院
の
平
成
29
年
度
の
給

与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
鑑
み
、

給
料
月
額
、
勤
勉
手
当
の
支
給

率
の
改
定
を
行
う
た
め
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎‌�

重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎‌�

新
篠
津
村
乳
幼
児
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　

受
給
者
一
部
負
担
金
上
限
額

等
を
改
め
る
規
定
を
整
備
す
る

た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

◎‌�

新
篠
津
村
過
疎
地
域
自
立
促

進
市
町
村
計
画
の
変
更
に
つ

い
て

　

村
営
プ
ー
ル
建
設
事
業
を
計

画
に
登
載
し
、
当
該
計
画
を
変

更
す
る
た
め
、
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。

　

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
書
３
件
あ
り
、
行
政
常
任
委

員
会
に
付
託
の
上
、
審
議
し
た

結
果
、
次
の
と
お
り
と
な
り
ま

し
た
。

　

な
お
、
採
択
さ
れ
た
陳
情
書

に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
第

99
条
の
規
定
に
基
づ
き
関
係
行

政
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し
て
い

ま
す
。

人
　
　
事

条
　
　
例

一
般
議
案

米田　正機　氏

請
願
・
陳
情
書

件　　　名 結　果 提　出　者

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率２分の１への復
元、教職員の超勤解消、「子どもの貧困」解消など教育
予算確保・拡充と就学保障に向けた陳情書

採　択 提出者
連合北海道石狩地域協議会
当別地区新篠津支部連合会

会長　山村　美香
北海道教職員組合石狩支部
新篠津支会

会長　山村　美香

教職員の長時間労働是正を求める陳情書 一　部
採　択

道教委「新たな高校教育に関する指針」の見直しとすべ
ての子どもにゆたかな学びを保障する高校教育を求め
る陳情書

採　択

【
12
月
】

７
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

（
～
15
日
）

	

公
営
住
宅
現
場
視
察

11
日	

行
政
常
任
委
員
会

	

新
篠
津
村
管
内
の
農
業
農

村
整
備
事
業
に
係
る
意
見

交
換
会

13
日	

新
篠
津
福
祉
会
理
事
会

15
日	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

	

第
４
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

19
日	

黎
明
自
治
会
発
足
記
念
式

典

	【
１
月
】

５
日	

交
通
安
全
祈
願
祭

	

新
篠
津
消
防
出
初
式

７
日	

新
篠
津
村
成
人
式

９
日	

議
員
協
議
会

12
日	

新
年
あ
い
さ
つ
回
り

（
月
形
町・
当
別
町
・札
幌
市
）

	

新
篠
津
村
関
係
機
関
新
年

交
礼
会

16
日	

新
篠
津
村
商
工
会
新
年
交

礼
会

19
日	

新
篠
津
福
祉
会
役
職
員
新

年
会

23
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会
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～４人の議員から４項目を問う～

　平成29年第４回村議会定例会が12月７日から12月15日の９日間の日程で開催され、議会

最終日、４人の議員が質問し、石塚村長と荒谷教育長に答弁を求めました。

一般
質問
一般
質問

幼児教育、小規模企業対策、
給食費、中学生の海外派遣事業について

順番

１

２

３

４

議員名

大塚　裕樹

菊地　清美

髙橋　孝志

南部　隆志

質　問　事　項

幼児教育・保育の無償化と幼児教育の
取り組みについて

北海道小規模企業振興条例の村におけ
る対応について

給食費の無料化について

中学生の海外派遣事業について
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○
大
塚
議
員　
質
問

　

自
民
党
が
衆
院
選
の
公
約
に

掲
げ
た
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
を
巡
り
、
国
会
で
は
議
論

が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
村
の
へ
き
地
保
育
所
は
補

助
対
象
に
な
る
か
明
確
に
な
っ

て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
政
府
は
、「
人
づ
く
り

革
命
」
と
し
て
高
等
・
幼
児
教

育
の
無
償
化
に
取
り
組
む
と

言
っ
て
い
る
。

　

幼
児
教
育
の
重
要
性
は
、
広

く
認
知
さ
れ
て
お
り
、
幼
児
教

育
を
受
け
た
人
と
受
け
て
い
な

い
人
で
は
、
将
来
の
学
歴
や
所

得
で
大
き
な
差
が
出
る
こ
と
が

実
証
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
我
が
村
も
国
の
施
策

に
沿
っ
た
幼
児
教
育
を
進
め
る

こ
と
が
大
切
か
と
思
う
が
、
村

長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

認
可
外
保
育
所
の
無
償
化
に

つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
状
況
で

あ
る
が
、
今
後
、
国
な
ど
に
対

し
、
要
請
活
動
な
ど
を
行
い
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
村
の
保
育
所
で
も
音
楽
を

使
っ
て
、
身
体
的
・
感
覚
的
・

知
的
に
優
れ
た
子
ど
も
達
の
育

成
を
図
る「
※
リ
ト
ミ
ッ
ク
」の

導
入
や
楽
器
を
使
っ
た
音
楽
の

他
、
絵
画
・
工
作
な
ど
の
勉
強

も
し
っ
か
り
と
や
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
い
る
。

　

今
後
も
幼
児
教
育
に
つ
い
て

は
、
保
育
所
を
始
め
、
託
児
事

業
や
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事

業
、
そ
し
て
、
家
庭
や
地
域
社

会
を
通
し
て
子
ど
も
達
の
教
育

力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
を
賜
り

た
い
。

○
菊
地
議
員　
質
問

　

北
海
道
で
は
平
成
28
年
４
月

よ
り
北
海
道
小
規
模
企
業
振
興

条
例
を
施
行
し
て
い
る
。

　

こ
の
条
例
は
人
口
減
少
社
会

に
あ
っ
て
、
小
規
模
企
業
が
ほ

と
ん
ど
の
本
村
の
商
工
業
態
を

対
象
に
事
業
活
動
の
継
続
と
新

規
事
業
の
開
発
等
の
振
興
を
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

施
策
は
大
き
く
三
本
あ
り
、

①
経
営
体
質
の
強
化
、
②
事
業

の
承
継
の
円
滑
化
、
③
創
業
等

の
促
進
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
方
策
の
詳
細
と
村
商
工

会
や
農
業
者
な
ど
、
実
状
に
即

し
た
条
例
実
施
の
た
め
の
対
応

に
つ
い
て
、
現
在
ま
で
の
経
過

と
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

村
で
は
、
こ
の
条
例
に
つ
い

て
商
工
会
と
数
度
、
協
議
し
た

経
緯
は
あ
る
が
、
具
体
的
な
方

針
や
施
策
な
ど
に
つ
い
て
の
検

討
は
し
て
い
な
い
。

　

道
内
各
市
町
村
の
状
況
と
し

て
は
、
条
例
を
策
定
し
て
い
る
、

ま
た
は
検
討
し
て
い
る
と
い
う

市
町
村
は
ほ
と
ん
ど
な
い
状
況

で
あ
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
各
市
町

村
の
取
り
組
み
状
況
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
商
工
会
と
実
情
等

も
踏
ま
え
た
中
で
、
振
興
方
策

な
ど
を
策
定
し
て
い
く
か
ど
う

か
も
含
め
、
十
分
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

ハロウィンの工作に取り組む園児
（昨年10/４　たかくら保育所）

国の施策に沿った幼児教

育が大切だと思うが、村長

の考えは

教育力の向上が図られる

ように取り組んでいく

QQ
AA

北海道小規模企業振興

条例における本村の経

過と対応策は

商工会と実情等も踏まえ
た中で、振興方策などを
含め、十分検討をしたい

QQ
AA

一般
質問
一般
質問
大塚裕樹 議員

一般
質問
一般
質問
菊地清美 議員

今後、商工会の実情等も踏まえて検討

※
リ
ト
ミ
ッ
ク
＝
心
身
の
調
和

を
目
的
と
し
た
リ
ズ
ム
に
よ

る
音
楽
の
教
育
法
。
ス
イ
ス

の
音
楽
家
エ
ミ
ル
・
ジ
ャ
ッ

ク
・
ダ
ル
ク
ロ
ー
ズ
の
創
案
。
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○
髙
橋
議
員　
質
問

　

現
在
、
本
村
に
は
中
学
生
75

名
、
小
学
生
１
３
３
名
、
そ
し

て
保
育
所
の
園
児
が
い
る
。

　

一
カ
月
の
給
食
費
は
、
保
育

所
園
児
及
び
小
学
１
・
２
年
生

の
３
７
７
０
円
か
ら
中
学
生

４
３
９
０
円
と
な
っ
て
お
り
、

保
護
者
負
担
が
約
１
７
３
５
万

円
、
村
補
助
が
約
２
２
０
万
円

と
聞
い
て
い
る
。

　

本
村
の
給
食
費
は
、
基
本
的

に
食
材
費
の
み
と
し
て
お
り
、

他
の
経
費
は
す
べ
て
村
の
負
担

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
人
口
対
策
の
一
環

と
し
て
、
子
育
て
環
境
の
充
実

を
図
る
た
め
に
も
、
給
食
費
を

無
料
化
に
し
て
は
ど
う
か
村
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

農
家
の
方
々
が
生
産
し
て
い

る
減
農
薬
等
々
良
質
な
農
産
物

を
、
適
正
な
価
格
で
購
入
し
、

食
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、「
食

育
」
と
し
て
、
教
育
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

ま
た
、
自
分
の
食
べ
る
も
の

は
、
自
分
の
責
任
の
中
で
、
食

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
だ
と
も
思
っ
て
い
る
。

　

村
と
し
て
は
、
給
食
費
の
高

騰
を
防
ぐ
た
め
の
支
援
は
継
続

し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
の

た
め
に
、
保
護
者
の
方
々
に
も
、

幾
分
か
の
負
担
を
お
願
い
し
た

い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理

解
を
賜
り
た
い
。

○
南
部
議
員　
質
問

　

海
外
研
修
は
、
異
文
化
交
流

が
体
験
で
き
、
語
学
力
の
上
昇

の
ほ
か
、
郷
土
の
再
発
見
や
未

来
に
対
し
て
の
見
聞
が
広
が
る

事
業
で
あ
り
、
中
学
生
の
旺
盛

な
時
期
に
研
修
す
る
こ
と
に
よ

り
、
将
来
の
新
篠
津
・
北
海
道
・

日
本
を
も
視
野
に
入
れ
た
若
者

た
ち
を
送
り
出
す
き
っ
か
け
に

な
る
と
思
う
。

　

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
は
、

過
去
に
実
施
し
て
い
た
が
、
諸

事
情
で
出
来
な
く
な
っ
た
と
聞

い
て
い
る
。
そ
の
要
因
の
一
つ

と
し
て
、
希
望
者
の
選
抜
に
対

し
不
公
平
感
が
生
じ
、
参
加
し

た
生
徒
が
、
参
加
し
て
い
な
い

生
徒
た
ち
に
報
告
を
し
て
い
た

た
め
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
れ
ば
、

学
年
全
員
を
派
遣
し
て
は
ど
う
か
。

　

他
の
町
村
で
は
ふ
る
さ
と
納

税
な
ど
も
活
用
し
て
い
る
の
で
、

将
来
へ
の
投
資
と
し
て
、
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
を
検
討
し
て

頂
け
な
い
か
、
教
育
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

平
成
14
年
度
か
ら
４
年
間
、

中
学
２
年
生
を
対
象
に
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
派
遣
を
実
施

し
て
き
た
経
緯
が
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
事
業

は
希
望
者
の
中
か
ら
10
名
を
選

抜
し
て
、
派
遣
す
る
事
業
で

あ
っ
た
の
で
、
不
公
平
感
が
拭

え
ず
、
中
学
校
に
各
国
か
ら
の

留
学
生
等
を
招
き
講
演
を
し
て

い
た
だ
く
、
国
際
理
解
教
育
講

演
会
へ
と
内
容
を
変
更
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
「
新
学
習
指
導
要
領
」
で

は
、
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対

象
に
、
教
科
と
し
て
の
英
語
学

習
が
新
た
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

海
外
派
遣
な
ど
国
際
交
流
事

業
は
、
英
語
学
習
へ
の
意
欲
を

高
め
る
効
果
は
絶
大
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
前
向
き
に
検
討

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

一般
質問
一般
質問
髙橋孝志 議員

一般
質問
一般
質問
南部隆志 議員

子育て環境の充実を図るた
めにも、給食費を無料化に
してはどうか

保護者の方々にも幾分かの
負担をお願いしたい

QQ
AA

中学生の海外派遣事業の
実施は

英語学習の意欲を高める
効果は絶大であることか
ら、前向きに検討したい

QQ
AA

鉄板焼き給食（昨年10/２）

国際理解教育講演会（昨年12/18）
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保育所エアコン設置工事（すくすく保育所）、
村内全保育所にエアコンを設置

行政常任委員会村内行政視察

平成29年新米試食会 議会行政視察の受入

　10月30日、行政常任委員会（山元栄委員長）で村内一円の行政視察を実施し、中学校ＩＣＴ教育環境整備事
業や保育所エアコン設置工事など13ヵ所を視察しました。

美術の授業で、タブレットで作品を撮影し、角度によって、見え
方の違いを学習している生徒達。（中学校ＩＣＴ教育環境整備事
業、タブレット端末36台を導入し、ＬＡＮなどの設備等も整備）

　11月24日、村内で収穫された新米を他産地の
新米と食べ比べる新米試食会が保健センターで
開かれ、村長や農協、議会議員などの関係者約
70人が出席しました。

日　時　11月15日（水）
＜視察研修者＞
本別町議会（議長、副議長、議会運営委員会５人、
事務局１人）
＜調査項目＞
議会改革、活性化の取り組み（一般質問、予算・
決算審査特別委員会について）
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11
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の

日
程
に
よ
り
、
高
知
県
及
び
徳

島
県
で
行
政
視
察
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

１ 

一
貫
教
育
に
つ
い
て

　

発
達
段
階
に
応
じ
た
子
供
を

育
て
る
体
制
づ
く
り
の
調
査
研

究
と
学
習
内
容
・
方
法
な
ど
の

開
発
を
行
い
、保
・
幼
・
小
・
中
・

高
（
18
年
間
）
の
一
貫
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。

〈
成
果
〉

・‌�

小
学
生
の
時
、
成
績
が
不
十

分
だ
っ
た
子
供
も
中
学
校
で

は
成
果
が
見
え
て
き
た
。

・‌�

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消（
自
尊

感
情
・
自
己
有
用
感
の
高
揚
）。

２ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

　

既
に
組
織
し
て
い
た
「
学
校

応
援
団
」（
学
校
の
諸
活
動
の

支
援
と
放
課
後
の
子
ど
も
の
居

場
所
づ
く
り
）
と
学
校
運
営
協

議
会
を
両
輪
と
し
て
、
梼
原
学

園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
を

組
織
し
平
成
28
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
い
る
。

〈
成
果
〉

・‌�

地
域
の
人
々
の
経
験
を
生
か

す
こ
と
で
生
き
が
い
に
な
り
、

学
校
に
対
し
、
協
力
的
に

な
っ
た
。

３ ‌�

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

　

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
期
に

わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
う
た
め
、
母
子
手
帳
の
交
付

や
支
援
プ
ラ
ン
等
の
作
成
な
ど

の
他
、
助
産
師
を
配
置
し
妊
産

婦
訪
問
・
母
乳
相
談
等
を
行
っ

て
い
る
。

４ 

複
合
福
祉
施
設

　

介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

基
準
が
要
介
護
３
以
上
に
な
り
、

要
介
護
１
～
２
の
方
が
安
心
し

て
入
所
で
き
る
介
護
施
設
が
町

内
に
な
く
な
っ
た
た
め
、
図
書

館
を
併
設
し
た
複
合
福
祉
施
設

（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
９
室
、
生
活
支

援
ハ
ウ
ス
18
室
）
を
建
設
。

〈
福
祉
施
設
に
係
る
工
事
費
〉

・
約
13
億
６
千
万
円

※
完
成
は
平
成
30
年
２
月
末

１ ‌�

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
化
未
来

創
造
構
築
事
業

〈
農
業
の
現
状
〉

　

高
齢
化
や
後
継
者
が
い
な
い

こ
と
か
ら
手
放
さ
れ
た
農
地
を

担
い
手
に
貸
し
付
け
、
農
地
を

維
持
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
担
い
手
の
大
半
は

60
歳
以
上
で
、
20
年
後
を
危
惧

し
て
い
る
。

〈
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向
け
て
〉

　

１
８
０
ha
の
水
田
を
守
る
た

め
、
高
い
山
々
が
も
た
ら
す
寒

暖
差
の
環
境
を
生
か
し
、
品
質

を
高
め
て
ブ
ラ
ン
ド
化
し
、
お

米
「
土
佐
天
空
の
郷
」
を
販
売
。

　

２
０
１
０
年
度
の
お
米
日
本

一
コ
ン
テ
ス
ト
で
「
特
別
最
高

金
賞
」
を
西
日
本
で
初
め
て
受

賞
。
昨
年
（
２
０
１
６
年
度
）

も
２
度
目
の
受
賞
を
果
た
し
た
。

〈
成
果
〉

　

事
業
を
始
め
る
前
は
、
30
㎏

６
５
０
０
円
で
取
引
さ
れ
て
い

た
が
、
現
在
は
30
㎏
１
万
円
で

取
引
さ
れ
て
い
る
。

〈
加
工
品
〉

　

販
売
す
る
お
米
は
大
粒
の
み

で
、
残
っ
た
小
粒
は
、
選
別
機

に
か
け
、
甘
酒
、
煎
餅
、
み
り

ん
、
玄
米
グ
ラ
ノ
ー
ラ
、
お
米

を
使
用
し
た
焼
酎
な
ど
の
加
工

品
を
作
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
他
に
は
な
い
泡
盛
も

開
発
中
で
あ
る
。

〈
販
売
展
開
〉

　

営
業
マ
ン
を
雇
い
、
毎
週
土

日
、
青
山
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト（
青
山
学
院
大
学
前（
東

京
））
に
出
展
し
、
加
工
品
等

を
販
売
し
て
い
る
。

議会議員道外行政視察調査報告
＜視察参加者＞
副議長　髙井博美（行政常任委員）
議　員　山元　栄（行政常任委員長）、髙橋孝志（行政常任委員）、
　　　　南部隆志（行政常任委員）　　
事務局　吉見卓教本山町農業公社での研修

加工品「天空の郷グラノーラ」

檮原町での研修

高知県　檮
ゆ す

原
は ら

町
ちょう

人口3,622人　面積236.5㎢

お米「土佐天空の郷」

高知県　本
も と

山
や ま

町
ちょう

人口3,592人　面積134.2㎢



Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

議会通信しんしのつ　No.110❾

１ ‌�

有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
輸
送

事
業

　

過
疎
化
が
進
む
中
、
路
線
バ

ス
が
廃
止
さ
れ
、
タ
ク
シ
ー
事

業
者
が
休
業
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
町
の
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
自
家
用
車
等
を
活
用
し
、
診

療
所
通
院
や
買
い
物
等
の
た
め

の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
15

年
10
月
よ
り
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
輸
送
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

〈
運
営
主
体
〉

・‌�

Ｎ
Ｐ
О
法
人
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ

ス
ト
ア
カ
デ
ミ
ー

〈
利
用
料
金
〉

①
迎
車
時
／
一
律
３
０
０
円

②
走
行
１
キ
ロ
あ
た
り
／

　
１
０
０
円（
乗
車
地
～
目
的
地
）

③
待
機
料
金
／

　

10
分
当
た
り
１
０
０
円

④
登
録
会
員
の
会
費　

　

申
請
者
／
１
０
０
０
円

　

申
請
者
の
家
族
／

　
　

１
人　

２
０
０
円
／
１
年

２ ‌�

彩
い
ろ
ど
り事

業（
は
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
）

　

上
勝
町
の
女
性
や
高
齢
者
約

２
０
０
人
が
料
理
に
使
わ
れ
る

「
つ
ま
も
の
」（
紅
葉
や
南
天
な

ど
）
約
３
０
０
種
類
の
商
品
を

生
産
し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
端
末
を
活
用

し
て
、
市
場
へ
出
荷
し
て
い
る
。

〈
成
果
〉

　
売
り
上
げ
約
２・６
億
円
を
達

成
し
た
他
、
高
齢
者
の
生
き
甲

斐
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
寝

た
き
り
の
方
が
少
な
く
な
っ
た
。

〈
人
材
育
成
・
後
継
者
育
成
〉

　

平
成
22
年
、
イ
ン
タ
ー
ン
な

ど
で
後
継
者
の
確
保
を
図
っ
て

い
る
。（
７
０
０
人
以
上
を
受

け
入
れ
、
約
40
人
が
移
住
）

１ 

定
住
・
移
住
の
取
り
組
み

〈
経
緯
と
概
要
〉

①
平
成
25
年
度

・‌�

空
き
家
の
目
視
調
査
（
約
50

軒
確
認
）。

・‌�

古
民
家
を
利
活
用
す
る
た
め
、

大
阪
工
業
大
学
と
連
携
協
定

を
締
結
。

②
平
成
26
年
度

・
徳
島
県
建
築
士
会
と
協
定
。

・‌�
移
住
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

移
住
交
流
事
業（
自
然
体
験
）、

集
落
支
援
員
制
度
な
ど
の
実
施
。

③
平
成
27
年
度

・‌�

空
き
家
改
修
補
助
金
（
最
大

３
０
０
万
円
）、
起
業
創
業

支
援
補
助
金
な
ど
支
援
制
度

の
充
実
。　

・‌�

移
住
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
に

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
。

④
平
成
28
年
度

・
ふ
る
さ
と
住
民
票
を
開
始
。

・‌�

地
域
お
こ
し
支
援
員
登
録
制

度
の
新
設
。

・‌�「
一
般
財
団
法
人
さ
な
ご
う

ち
」を
設
立
。

〈
成
果
〉

　

空
き
家
活
用
移
住
策
が
奏
功

し
、
人
口
が
７
年
ぶ
り
に
社
会

増
と
な
り
、
転
入
が
７
人
上

回
っ
た
。

２ 

ふ
る
さ
と
住
民
票

〈
目
的
〉

　

村
外
に
住
む
村
出
身
者
な
ど

ゆ
か
り
の
あ
る
人
た
ち
を
地
域

づ
く
り
に
協
力
・
参
加
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
創
設
。

〈
内
容
〉

　

ふ
る
さ
と
住
民
と
し
て
登
録

し
た
方
に
ふ
る
さ
と
住
民
票
の

カ
ー
ド
を
交
付
す
る
。

　

ま
た
、
そ
の
登
録
者
に
、
村

の
情
報
を
届
け
る
他
、
村
の
計

画
や
施
策
等
の
村
づ
く
り
に
参

画
し
て
い
た
だ
く
。

〈
ふ
る
さ
と
住
民
票
発
行
数
〉

・
24
人（
平
成
29
年
５
月
）

３ ‌�

地
域
お
こ
し
支
援
員
登
録

制
度

〈
内
容
〉

　

都
市
と
農
村
と
の
交
流
を
図

る
た
め
、
ふ
る
さ
と
住
民
票
取

得
者
を
対
象
に
、
佐
那
河
内
村

の
活
動
・
応
援
が
で
き
る
制
度
。

任
期
は
３
年
間
で
無
報
酬
だ
が
、

上
限
10
万
円
の
村
づ
く
り
住
民

活
動
補
助
金
の
申
請
が
可
能
で
、

活
用
が
で
き
る
。

４ 

一
般
財
団
法
人
さ
な
ご
う
ち

　

平
成
28
年
11
月
、
地
域
に
伝

わ
る
暮
ら
し
や
文
化
を
将
来
の

世
代
に
継
ぐ
こ
と
を
目
的
に
設

立
。

〈
事
業
内
容
〉

　

地
域
交
流
事
業
、
移
住
相
談

及
び
支
援
、
空
き
家
等
の
不
動

産
の
確
保
・
相
談
、
ふ
る
さ
と

納
税
業
務
、
不
動
産
賃
貸
事

業
、
企
業
誘
致
（
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
を
含
む
）な
ど
。

５ 

今
後
に
む
け
て

　

今
後
、「
住
民
」「
区
域
」「
自

治
権
」
と
い
う
自
治
の
あ
り
方

の
変
化
に
適
応
で
き
る
よ
う
、

ふ
る
さ
と
住
民
票
の
制
度
を
活

用
し
て
、
定
住
は
し
て
い
な
い

が
、
佐
那
河
内
村
と
何
ら
か
の

関
係
を
持
っ
て
い
る
関
係
人
口

（
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
者
）
を

増
や
し
、
移
住
人
口
（
住
民
）

に
な
る
ま
で
多
様
な
連
携
に
よ

り
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

彩事業の研修（他都県の町村議
会と合同で研修）

有償ボランティア輸送事業の研修

徳島県　上
か み

勝
か つ

町
ちょう

人口1,583人　面積109.6㎢

佐那河内村での研修

徳島県  佐
さ

那
な

河
ご う ち

内村
そ ん

人口2,450人　面積42.3㎢
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編
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記

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

（
０
１
２
６
） 　
　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
☎
５
７-

２
１
１
１

議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

 （
平
成
30
年
２
月
１
日
発
行
）

　

今
年
の
新
篠
津
村
は
暖
冬
傾
向

で
雪
も
少
な
く
穏
や
か
な
天
気
に

恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
吹

雪
も
少
な
く
村
民
の
方
々
も
喜
ん

で
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。  

　

平
成
30
年
安
倍
政
権
は
、
人
生

１
０
０
年
時
代
構
想
を
掲
げ
、
今

後
様
々
な
施
策
を
新
た
に
設
け
て

行
き
ま
す
。
中
で
も
、
幼
児
教
育

無
償
化
は
、
今
ま
で
の
高
齢
者
福

祉
か
ら
若
い
世
代
へ
の
福
祉
社
会

へ
の
転
換
で
あ
り
、
今
後
日
本
が

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
中
で
活
躍
で

き
る
人
材
革
命
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

高
福
祉
国
家
に
成
り
つ
つ
あ
る

日
本
、
頑
張
ら
な
く
て
も
生
き
て

い
け
る
社
会
が
今
後
若
い
世
代
に

ど
の
よ
う
な
現
象
を
も
た
ら
す
か

は
非
常
に
危
惧
さ
れ
ま
す
。

　

若
者
が
、こ
の
国
に
誇
り
を
持
っ

て
努
力
と
挑
戦
で
き
る
人
材
教
育

に
な
っ
て
欲
し
い
と
強
く
願
う
ば

か
り
で
す
。
毎
回
で
す
が
我
が
村

の
若
者
が
挑
戦
し
活
躍
で
き
る
村

づ
く
り
こ
そ
本
当
の
施
策
で
も
あ

り
ま
す
の
で
若
者
の
声
を
村
政
に

活
か
せ
る
よ
う
に
全
力
で
邁
進
し

て
行
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

村
民
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
議
会

通
信
の
更
な
る
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

�

（
大
塚　
記
）

表
紙
の
コ
メ
ン
ト

　

新
小
６
年
生
の
加
茂
晃
哉

君
・
晟
哉
君
の
双
子
の
兄
弟

が
12
月
22
日
か
ら
広
島
市
で

開
か
れ
た
全
国
小
学
生
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
大
会
（
男
子
ダ
ブ

ル
ス
）に
出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
惜
し
く
も
１
回
戦

敗
退
で
し
た
が
、
次
の
目
標

に
向
か
っ
て
、
闘
志
を
燃
や

し
て
い
ま
す
。

 平成30年
第１回定例会 のお知らせ

３月７日（水）
　～３月16日（金） 予定 
　どなたでも傍聴できます。
　皆さんのご来庁をお待ちしております。

区　　分 開  催  月  日 会　期 委員会 ･ 議案調査 本会議日数 傍聴者数
第１回定例会 ３月８日～１５日 　８日 ６日 ２日 　３人
第１回臨時会 ４月２０日 　１日 － １日 　０人
第２回臨時会 ５月３０日 　１日 － １日 　０人
第２回定例会 ６月１２日～１６日 　５日 ３日 ２日 １１人
第３回臨時会 ７月２５日 　１日 － １日 　０人
第３回定例会 ９月６日～１５日 １０日 ８日 ２日 ３６人
第４回定例会 １２月７日～１５日 　９日 ７日 ２日 　２人

付　託　案　件 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

条 例 　８件 　１件 　９件
予 算 １９件 　２件 ２１件
決 算 　１件 　０件 　１件
契 約 　２件 　１件 　３件
人事案件 １５件 　２件 １７件
そ の 他 　６件 　６件 １２件
合 計 ５１件 １２件 ６３件

議員
提出

意 見 書 １０件 　０件 １０件
そ の 他 　４件 　１件 　５件
合 計 １４件 　１件 １５件

請願
陳情

請 願 　２件 　０件 　２件
陳 情 １０件 　０件 １０件
合 計 １２件 　０件 １２件

議　決　結　果 定例会 臨時会 合　計

村長
提出

原案可決 ３４件 　８件 ４２件
同 意 １４件 　２件 １６件
認 定 　１件 　０件 　１件
そ の 他 　２件 　２件 　４件
合 計 ５１件 １２件 ６３件

議員
提出

原案可決 １３件 　１件 １４件
否 決 　１件 　０件 　１件
合 計 １４件 　１件 １５件

請願
陳情

採 択 　８件 　０件 　８件
一部採択 　１件 　０件 　１件
不 採 択 　２件 　０件 　２件
趣旨採択 　１件 　０件 　１件 
合 計 １２件 　０件 １２件

平成２9年議会開催状況

平成２9年付託案件・議決結果


